
一
）
三
家
意
識
の
健
全
な
進
展
が
み
ら
れ
る
．
明

治
後
期
、
人
畏
大
衆
に
よ
る
社
会
的
政
治
的
変
革

意
欲
が
次
第
に
自
覚
化
さ
れ
、
こ
れ
を
媒
介
に
人

民
大
衆
の
人
間
性
の
解
放
が
希
求
さ
れ
る
に
い
た

る
。
し
か
し
腿
治
政
権
の
苛
酷
な
抑
圧
、
指
導
者

の
思
想
的
立
場
の
弱
さ
に
よ
っ
て
挫
折
し
、
人
民

大
衆
の
政
治
的
、
人
間
的
自
覚
は
、
人
劇
的
な
濁

民
国
家
意
識
に
ま
で
進
展
し
え
ず
に
終
っ
た
。
か

か
る
見
通
し
の
も
と
に
、
一
体
的
に
は
陸
翔
南
と

北
村
透
三
一
歴
史
的
・
浪
漫
的
な
政
治
的
人
間

的
主
体
性
、
石
工
籔
木
と
魚
住
影
雄
　
　
自
然
主

義
思
想
と
の
関
連
に
お
い
て
、
木
下
尚
江
一
社

会
主
義
思
想
と
の
関
連
に
お
い
て
、
秋
水
と
尚
江

の
雰
政
治
的
偏
向
に
つ
い
て
、
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
虜
治
二
〇
年
代
以
後
の
三
民
囲
家
意
識
が

生
み
出
し
た
二
人
の
史
論
家
、
山
路
愛
山
と
竹
越

三
叉
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は

各
家
想
家
の
思
想
を
　
応
「
積
極
面
と
限
界
面
に

分
鴉
」
す
る
が
、
「
こ
の
忘
憂
は
密
着
し
纒
綿
し
た

続
一
体
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
澗
者

の
統
一
的
把
握
こ
そ
が
、
近
代
思
想
史
究
明
で
な

け
れ
ば
な
ら
」
ぬ
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
愛
山
の

場
合
、
そ
の
数
々
の
史
論
に
流
れ
る
の
は
「
平
民

主
義
」
で
あ
り
、
明
治
後
期
の
資
本
と
労
働
の
現

状
も
正
し
く
理
鯉
し
、
　
「
人
民
の
味
方
」
で
あ
っ

た
。
し
か
し
彼
の
階
級
描
出
爾
か
ら
必
然
的
に
影

響
の
深
か
っ
た
儒
教
の
前
近
代
的
世
界
観
と
蟹
象

主
義
的
偏
向
の
故
に
「
ま
ぬ
が
れ
難
い
限
界
偏
を

も
ち
、
国
禁
主
義
と
人
民
主
義
の
統
一
理
論
に
到

達
し
得
ず
、
こ
こ
に
「
偉
大
な
る
歴
史
家
、
先
覚

者
の
模
索
と
苦
悩
を
み
る
」
と
さ
れ
る
。
陸
野
南

以
下
急
冷
・
立
木
な
ど
、
従
来
と
も
多
く
の
研
究

が
つ
ま
れ
て
き
て
い
る
が
、
愛
山
・
三
叉
の
二
人

は
、
従
来
史
学
史
・
思
想
史
と
も
に
真
正
画
か
ら

と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
近
時
漸

く
あ
ら
た
め
て
そ
の
史
論
の
縫
刻
が
行
な
わ
れ
て

い
る
が
、
い
ま
こ
の
論
考
を
得
た
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
で
あ
ろ
う
。
著
者
長
年
の
地
道
な
努
力
が
、

近
隠
学
術
書
出
版
事
情
の
悪
化
に
も
か
か
わ
ら
ず

上
梓
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
今
後
一
層

深
く
体
系
化
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
あ

る
Q
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地墜
　些
名薯

学

　
鏡
味
氏
は
昨
年
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
生
涯
を
地

名
研
究
に
捧
げ
ら
れ
た
数
少
い
人
の
一
人
で
あ
り
、

と
り
わ
け
地
名
研
究
に
体
系
化
と
科
学
的
処
理
を

企
て
ら
れ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
人
で
あ
っ
た
。
本

書
は
著
者
の
前
著
『
臼
・
本
地
名
学
・
科
学
編
』
（
一

九
五
七
）
及
び
『
同
・
地
法
編
』
　
（
～
九
五
八
）
に

続
く
も
の
で
あ
り
、
両
結
露
行
後
各
種
の
雑
誌
に

発
表
さ
れ
た
論
文
、
及
び
未
発
表
の
遺
稿
と
な
っ

た
論
文
を
、
著
者
の
令
息
鏡
味
明
記
氏
が
編
集
し
、

三
部
作
の
一
つ
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

本
書
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
や
や
断
片
的
な
諸
論

文
の
集
成
と
い
う
感
を
受
け
る
が
、
口
巻
の
全
体

系
中
で
の
旨
々
の
論
文
の
位
置
づ
け
は
、
四
四
九

頁
、
分
類
総
醸
次
に
よ
っ
て
理
解
出
来
る
様
に
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
内
容
を
願
に
追
え
ば
、
ま
ず
「
A
理
論
編
」
に

斯
て
は
、
　
「
工
地
名
学
の
本
質
と
方
法
」
と
題
し

て
、
著
者
の
地
名
学
を
地
名
学
の
一
分
科
と
し
て

の
地
名
地
理
学
と
規
定
し
、
著
者
の
主
要
な
方
法

…
一
地
形
図
の
集
落
名
を
基
本
的
資
料
と
し
そ
の

分
布
状
態
の
検
討
を
通
じ
て
諸
理
論
を
組
み
立
て

る
一
の
正
嚢
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
正

地
名
分
布
の
傾
向
の
原
鰯
」
で
は
、
主
と
し
て
地

名
分
布
の
範
囲
と
分
布
密
度
・
分
布
の
重
心
点
と

地
名
分
布
上
の
東
西
β
本
の
対
立
が
記
さ
れ
て
お

り
、
　
「
斑
緑
音
の
対
応
と
地
名
」
で
は
、
地
名
に

　
　
　
　
　
　

お
け
る
母
音
淋
ぶ
の
可
能
性
、
従
っ
て
方
言
の
発
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展
の
研
究
と
の
対
比
を
通
じ
て
、
地
名
学
と
方
言

学
の
相
互
寄
与
の
可
能
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
B
研
究
編
」
　
「
㈲
日
本
の
部
」
で
は
、
ま
ず

【、

P
地
名
分
布
に
お
け
る
空
洞
現
象
」
が
扱
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
の
門
周
糊
空
洞
」
の
考
え
方

は
著
者
の
地
名
伝
搬
説
一
般
に
関
わ
る
も
の
で
あ

り
、
お
そ
ら
く
柳
田
国
男
の
『
蝸
牛
考
』
に
ヒ
ン

ト
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
「
皿
③
地
名
の

分
布
と
扇
状
帯
」
に
於
て
は
、
地
名
分
布
の
不
連

続
線
な
い
し
不
連
続
帯
（
溺
状
帯
を
な
す
）
に
よ
っ

て
欝
本
を
地
域
区
分
し
、
方
盤
口
区
画
等
の
比
較
を

試
み
て
い
る
。
「
働
外
臨
の
部
、
地
域
別
論
考
」
、

門
⑥
外
国
の
部
、
書
評
」
及
び
「
研
究
篇
補
遺
」

は
、
著
老
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
論
文
「
朝
鮮
の
里
・

洞
の
地
名
」
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
欧
米
の
学
者

に
よ
る
地
名
研
究
の
紹
介
で
あ
り
、
欧
米
の
地
名

学
と
の
交
流
を
常
に
心
掛
け
て
い
た
著
者
の
努
力

の
現
わ
れ
で
あ
る
。
本
書
で
は
こ
の
部
分
に
最
も

多
く
の
頁
数
が
割
か
れ
て
お
り
、
内
容
も
多
岐
に

渡
り
対
象
地
域
も
世
界
各
地
に
及
ん
で
い
る
が
、

そ
の
中
で
は
と
り
わ
け
集
落
発
達
史
と
の
関
連
に

お
け
る
ド
イ
ツ
の
地
名
学
的
諸
研
究
、
す
な
わ
ち
、

ヂ
ィ
ッ
ト
マ
イ
ヤ
ー
、
ヤ
ン
タ
ー
ン
、
ク
ラ
ン
ツ

マ
イ
ヤ
ー
、
二
ー
マ
イ
ヤ
ー
等
の
紹
介
が
、
最
も

興
味
深
い
部
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
C
応
塗
薬
」
は
地
名
の
命
名
法
・
表
現
法
に

関
す
る
論
考
を
、
　
「
D
雑
編
」
は
そ
の
他
の
諸
雑

考
を
収
録
し
て
お
り
、
更
に
巻
末
に
は
「
日
本
地

名
語
原
辞
典
稿
扁
及
び
「
世
界
地
名
学
最
近
文
献

昌
録
」
が
添
え
ら
れ
て
い
て
地
名
研
究
者
に
便
宜

を
供
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
著
者
の
「
地
名
地
理
学
」
の
規
定
や
、

著
者
の
方
法
論
一
と
り
わ
け
地
形
図
の
集
落
名

を
基
本
的
資
料
と
し
そ
の
分
布
か
ら
仮
説
を
積
み

上
げ
て
行
く
と
云
う
方
法
に
は
、
な
お
充
分
、
な
吟

味
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
地

名
研
究
の
よ
り
一
層
の
深
化
と
発
展
の
た
め
に
は

小
字
名
や
地
点
名
の
よ
り
詳
細
な
採
集
と
分
析
が

必
要
な
馨
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
と
は
云
え
、
地

名
研
究
の
現
状
を
考
え
る
時
、
鏡
味
氏
の
成
果
は

そ
れ
自
体
の
限
界
は
あ
る
と
し
て
も
、
最
大
限
の

個
人
的
努
力
の
集
大
成
と
し
て
正
当
な
評
価
を
受

け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
地
名
研
究
は
、
　
一
方
で

は
方
言
学
な
い
し
書
語
学
の
一
資
料
と
し
て
、
又

一
方
で
は
歴
史
地
理
学
と
り
わ
け
集
落
発
達
史
研

究
の
露
麗
な
武
器
と
し
て
、
研
究
属
的
の
分
化
傾

向
を
含
み
な
が
ら
も
、
そ
の
必
要
性
が
失
わ
れ
る

毒
は
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
鏡
味
氏
の
地
名
伝

播
の
周
圏
説
や
地
名
発
生
の
年
代
比
定
は
、
そ
う

し
た
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
と
言

え
る
の
で
あ
る
。
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